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ジェイ・エス・ビーが
行うべき

社会課題を解決する
プロダクトの考案・実装

課題内容



企業へのヒアリング

支店長が一人で作業
をしている

物件の評価情報の
入力作業のコストを
減らしたい



顧客情報や案件などの
情報の管理が管理者に
集中している

管理者の作業時間
労働時間の長時間化

データ利活用の問題点



従来のレコメンドシステムの
コスト計算

・1店舗1レコメンドシステム
・⼈⼒レコメンドの作業時間: 1時間

・期間: 3ヶ⽉間(専⾨学校向け11⽉~2⽉)
・⽉収 21万(新卒)
・時給 1313円

フェルミ推定やカスタマージャニーをもとに算出



トータルコスト

1ヶ⽉あたりのレコメンドシステムのコスト:
1313(時給) *20(労働⽇) = 
26,260 * 3ヶ⽉ =
78,780 * 85店舗 = 6,696,300円

3ヶ月で全店舗合わせて

6,696,300円
のコストがかかっている



プロダクトの方向性

人手不足
人材不足
の問題を
解決する



学生マンション事業で実際に使用されている
基幹システムのクローズドデータ

コストを削減

大量のデータを
活用できる
チャットボットで
自動応答させる

社員の働き方改善



ChatGPTを使った
物件検索LINEボット

私たちの提案は



プロダクト全体の概要

ユーザー



物件検索の仕組み

ユーザー



デモ動画

１．ユーザのニーズを入力
２．ChatGPTから入力した

ニーズに応えた情報が
返ってくる

３.URLが記載されているので
 物件情報ページに飛ぶ

４.希望の内容か確認ができる

LINEで会話するように入力する
だけで知りたい情報が知れる



プロトタイプモデル作成から

学校に紐づく物件情報を
チームメンバーで確認しながら、
物件特有のデータを手作業で
入力したため時間がかかった



改善点として

外部の変動的なデータ。
新しくできたコンビニや、
スーパー、コインランドリーなど
日常で変化するデータを
データベースで持つ

多様化した物件検索
が実現可能

ユーザー



事業化を見越した評価をいただく


